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電 気 需 給 契 約 書

需要者門真市 (以下く 「甲」という。)と 供給者関西電力株式会社 (以下、 「乙」とい

う。)は 、平成 22年 4月 1日 実施の特定規模需要供給条件 (以下、 「供給条件」という。

)お よび平成 22年 4月 1日 実施の高圧電力BL料 金表 (以下、 「高圧電力BL料 金表」

型生二L)に 基づき、電気の需給について以下のとおり契約するf~十
一

第1条 (需要場所)         .

甲が本契約に基づき電気を使用する場所は、大阪府門真市深田町19番 5号 (門真市環

境センタージサイクルプラザ)と すると

第2条 (契約種別 ・供給電圧 ・契約電力)

が本 に づき使用する電気の契約種別等 以下の とお りとす る。

契約種別 供給電圧 契約電力

高圧電力BL
標準電犀

6,000ホ
｀
ルト

620キロフット

第3条 (需給契約成立日)

需給契約成立日は、平成 23年 3月 31日 とする。

第4条 (需給開始 日)    ′       ・

本契約に基づき電気の需給を開始する日は、平成 23年 4月 1日 とする。

第5条 (料金適用開始の日)

料金適用開始の日は、前条の需給開始日に同じとする。

第6条 (契約使用期間)

契約使用期間は、前条に定める料金適用開始の日から平成 24年 3月 31日 までの間と

する。

2 前 項の契約使用期間の満了に先立ち、甲乙両者いずれからも契約更改等の申し出がない

場合は、本契約は契約使用期間満了後も1年 ごとに同
一条件で更新されるものとする。

なお、更新後の料金適用開始の日は、更新前め契約使用期間満了の日の翌日とする。

3 契 約更改等の申し出は、契約使用期間満了に先立ち予め文書をもつて相手方に行 うもの

とする。

第7条 (検針日)

検針 日は、実際に検針を行つた日にかかわらず、毎月 1日 とする。

第8条 (アンシラリーサービス料金対象容量)

アンシラリーサービス料金対象容量は、 0キ ロツットとする。



第9条 (需給地点)

需給地点は、第1条 の需要場所における甲の構内第 1柱上に甲が施設した開閉器の電旗
側接続点とするも

第10条 (記録の提出)

乙が電気需給に関する記録の提出を求めた場合、甲はすみやかにその記録を乙に提出す
るものとする。

第11条 (守秘義務)

甲または乙は、相手方の文書等による承諾を得た場合を除き、本契約締結の事実および

本契約に関する事項について第二者に開示してはならない。

なお、本条の規定は、本契約終了後においても有効に存続するものとする。

第12条 (その他の事項)

本契約書に定めのない事項についてはェ供給条件および高圧電力BL料 金表 (以下、 「

供給条件等」という。)に よるものとするも      せ
2 申 が本契約書および供給条件等の定めに反した場合は、乙は本契約を解消することがで

きるものとする。
3 本 契約書および供給条件等に定めのない事項にういては、甲乙両者の協議をもちて決定
するものとする。
4 甲 乙両者間で締結した平成22年 4月 1日付電気需給契約書は、平成23年 4月 1日以
降その効力を失うものとする。

この契約締結の証として本書 2通 を作成し、甲乙おのおのその1通を保有する。

平成 23年  3月 31日   |

‐   甲辱
要評′大膨
1大阪

,乙 (供給者)大 阪府守日市八雲東町1丁 目9番 15号

関西電力

所長 浦


